
高
麗
末
演
福
寺
塔

の
重
建
を
め
ぐ
る
儒

仏
間

の
論
争

に

つ
い
て

(
梁
)

高
麗
末
演
福
寺
塔
の
重
建
を
め
ぐ
る

儒
仏
間
の
論
争
に
つ
い
て

梁

銀

容

高
麗
仏
教
の
鎮
護
国
家
的
性
格
は
、
寺
塔
の
建
立
に
よ
つ
て
地
徳
を
補
い
王

(
1
)

業
を
繁
栄
さ
せ
る
と
い
う
、
稗
補
寺
塔
説
か
ら
よ
く
窺
え
る
。
王
室
は
仏
教
を

国
家
の
福
田
と
し
て
、
国
を
挙
げ
て
保
護
奨
励
し
た
の
で
、
仏
教
は
次
第
に
隆

盛
を
極
め
る
よ
う
に
な
つ
た
。
一
方
、
そ
れ
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
僧
侶
資

質
の
底
下
や
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
を
惹
起
し
、
麗
末
朱
子
学
の
伝
来
後
、
新

進
文
士
を
中
心
に
、
こ
う
し
た
仏
教
に
対
す
る
批
判
の
声
が
高
ま
つ
て
き
た
。

そ
の
契
機
が
恭
譲
王
二
年

(
二
二
九
〇
)
重
建
を
始
め
た
演
福
寺
塔
で
、
朝
鮮

の
斥
仏
崇
儒
政
策
の
前
兆
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
稗
補
寺

塔
を
め
ぐ
る
朝
廷
論
争
の
経
過
を
辿
り
、麗
末
思
潮
の
一
端
を
考
え
て
見
た
い
。

開
京

(開
城
)
に
あ
っ
た
演
福
寺
は
、
そ
の
初
名
を

「広
通
普
済
寺
」
、ま

た
は

「普
済
寺
」
と
略
称
さ
れ
、
俗
称

「唐
寺
」
(「大
寺
」
の
意
味
)
と
呼
ば

(
2
)

れ
る
禅
門
叢
林

で
あ

つ
た
。

創
建
年
代
は
明
確

で
な

い
が
、

顕
宗

(
一
〇

一
〇

(
3
)

1

一
〇
三

一
)
以
前
と
見
る
べ
く
、
権
近
撰

「演
福
寺
塔
重
創
記
」
で
は
、

①
高
麗
王
氏
統
合
之
初
。
率
用
無
替
以
資
密
佑
。
置
於
中
外
置
寺
社
。
所
謂

稗
補
是
巳
。
演
福
寺
…
内
墾
三
池
九
井
。
其
南
又
起
五
層
之
塔
。
応
風

水
。
(『東
文
選
』
七
八
)

と
、
建
国
初
の
風
水
択
地
に
よ
る
稗
補
寺
と
見
な
さ
れ
る
。

さ
て
、
宋
人
徐
競
撰

『高
麗
図
経
』
に
よ
る
と
、
こ
の
演
福
寺
は
、

(2)
正
殿
極
雄
壮
過
於
王
宮
。
榜
日
羅
漢
宝
殿
。
中
置
金
仙

(釈
迦
)
文
殊
普

賢
三
像
。
労
列
羅
漢
五
百
躯
。
…
殿
之
西
為
浮
屠
五
級
。
高
途
二
百
尺
。

後
為
法
堂
。
労
為
僧
居
。
可
容
百
人
相
対
。
(巻

一
七
)

と
、
西
塔
東
殿
の
伽
藍
配
置
で
あ
つ
た
。
金
堂
と
塔
を
東
西
に
並
列
す
る
様
式

は
、
韓
国
仏
教
史
上
そ
れ
ま
で
な
か
つ
た
、
特
独
な
伽
藍
法
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
舎
利
と
仏
像
を
均
等
視
す
る
信
仰
か
ら
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
後
の
重

建
の
時
に
、
力
学
的
均
衡
を
重
視
す
る
御
補
原
理
に
関
わ
る
と
こ
ろ
に
興
味
深

い
。
正
殿
は
、
王
宮
を
上
回
る
ほ
ど
の
壮
大
さ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

「普
済
寺
」
の
代
わ
り
に

「演
福
寺
」
の
名
が
見
当
た
る
の
は
、
忠
粛
王
即

(
4
)

位
年

(
一
二
二
ご
)
の
行
幸
記
事
か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
塔
の
崩
壊
も
蒙

古
に
よ
る
戦
乱
が
再
三
重
な
つ
た
、
寺
名
改
称
の
前
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

当
時
、
正
殿
に
は
損
壊
の
な
か
つ
た
よ
う
で
、
改
称
の
背
景
に
は
、
か
か
る
巨

刹
を
復
興
さ
せ
、
王
業
を
資
福
す
る
と
い
う
、
王
朝
的
意
味
が
考
え
ら
れ
る
。

稗
補
寺
院
演
福
寺
の
配
置
上
で
は
、
正
殿
の
み
で
は
均
衡
を
喪
失
し
、
そ
れ
は

直
ち
に
国
力
の
衰
弱
を
象
徴
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

以
降
、
恭
懸
王

(

二
五
二

一
三
七
四
)
、
狂
僧
長
遠
心
に
よ
つ
て
、
各

(
5
)

々
演
福
寺
塔
の
重
建
が
試
図
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
達
成
で
き
な
か
つ
た
。
同

王
代
に
ま
た
、

(3
)演
福
寺
僧
達
孜
。
嘗
以
識
。
説
暁

(
?
-
一
三
七
一
)
日
。
寺
有
三
池
九

井
。
三
池
澄
浄
扶
蘇
山
映
池
心
つ
則
君
臣
心
正
致
大
平
。
九
井
者
九
竜
在

所
。
煙
塞
久
。
不
可
不
開
。
将
設
会

(文
殊
会
)
。暁
令
李
云
牧
。
役
府

兵
。
開
三
池
九
井
。
…

(『高
麗
史
』

二
二
)

と
あ
り
、
根
強
く
続
け
ら
れ
た
ら
し
い
。
恭
譲
王
二
年
二
月
に
至
り
、

(乙)
演
福
寺
僧
法
貌
。
説
王
日
。
寺
有
五
層
塔
殿
及
三
池
九
井
。
頽
廃
已
久
。

今
復
建
塔
殿
。
墾
池
井
。
則
国
泰
民
安
。
王
悦
。
以
上
護
軍
沈
仁
鳳
。
大
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護
軍
権
緩
。
為
造
成
都
監
別
監
。
営
之
。
(同
上
、
巻
四
五
)

と
、
当
寺
僧
の
上
疏
に
よ
つ
て
重
建
が
は
じ
ま
る
。
同
年
七
月
に
は
、
近
所
の

(
6
)

民
家
三
十
余
所
を
撤
去
し
て
三
池
九
井
の
盤
地
を
確
保
し
、
翌
年
三
月
に
は
、

(
7
)

布
三
千
匹
を
施
納
し
て
い
る
。

当
時
、
王
室
の
仏
事
は
頻
繁
か
つ
豪
奢
を
極
め
、
国
家
の
財
政
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
そ
れ
が
塔
の
工
役
を
契
機
に
、
朝
野
に
反
擾
を
呼
び

起
こ
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
同
年
四
月
に
は
、
右
代
言
柳
廷
顕
が
上
疏
し

(
8
)

工
役
の
停
止
を
請
う
が
、
「不
聴
」
と
な
る
。
五
月
に
は
、

(6)
郎
舎
許
応
等
。
上
疏
日
。
…
及
創
演
福
既
廃
之
塔
。
臣
民
之
望
。
多
有
所

欠
 
。
釈
氏
之
道
。
無
父
無
君
。
戎
喬
之
教
。
三
代
之
盛
。
未
所
有
也
。

(同
上
)

(豆)
吏
曹
判
書
鄭
捻
。
上
書
日
。
…
浮
屠
之
教
。
敗
倫
滅
理
。
…
殿
下
。
崇
信

大
過
。
営
構
普
済
之
塔
。
而
又
多
張
梵
采
。
殆
無
虚
月
。
何
為
此
無
益
之

費
。
以
取
識
者
之
識
乎
。
(同
上
)

と
非
難
す
る
。
そ
の
状
況
は

『
三
峯
集
』
に
、

(
7
)
王
欲
営
演
福
寺
塔
殿
。
令
京
畿
楊
広
民
。
輸
木
五
千
株
。
牛
尽
艶
。
民
甚

怨
之
。
公

(鄭
道
伝
)
極
言
其
害
。
(巻
之
八
)

と
あ
り
、
士
林
ら
の
強
力
な
態
度
が
示
唆
さ
れ
る
。
そ
の
理
論
根
拠
は
、
ま
ず

生
民
の
経
営
に
あ
つ
た
が
、
史
料
(5)
の
よ
う
に
、
儒
教
と
対
備
し
て
説
く
場
合

も
あ
る
。
因
み
に
、
こ
の
儒
教
と
対
備
す
る
思
潮
が
、
朝
鮮
朝
排
仏
思
想
の
代

表
的
著
書
と
言
え
る
、
鄭
道
伝
撰

「仏
氏
雑
弁
」
の
底
流
に
な
つ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
仏
教
側
で
は
、
同
年
六
月
、

(3)
前
典
医
副
正
金
瑛
。
上
書
日
。
…
此

(仏
教
)
三
朝
基
業
之
根
本
也
。
…

上
聖
祖
之
弘
願
。
重
営
仏
寺
。
加
給
田
丁
。
以
興
釈
教
。
(同
上
)

と
、
仏
事
工
役
を
勧
め
る
。
そ
れ
が
高
麗
初
期
か
ら
の
崇
教
観
念
、
換
言
す
れ

ば
史
料

(3)

(乙)

で
記

さ
れ
た
、
稗
補
思
想

に
基
づ

い
て
い
る

こ
と
は
言

う
ま

で
も

な

い
。
新
羅
国
宝

の

一
つ
で
あ

つ
た
皇
竜
寺
九
層
塔

が
、

外
賊

を
鎮

圧
す
る
と

(
9
)

い
う
、

護
国
原
理

と

一
致
す

る
も

の
で
あ
り
、

王
の

「嘉

納
」

は
同
様

の
流

れ

に
立

つ
た
措
置

と
言

え
る
。

(
10
)

同
月
に
は
、
芸
文
春
秋
館
の
金
瑛
弾
劾
や
、
成
均
生
員
朴
礎
ら
の
仏
教
打
破

(
1
1
)

を
請
う
上
疏
が
あ

つ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

工
役

は
再

開
さ
れ
、

一
年
後

の
同

(
12
)

王
四
年

五
月
に
完
了
す

る
。
同
年
七
月
に
高
麗
が
滅
び
る
か
ら
、

そ
れ
は
高
麗

最

後

の
稗

補

工
役

で
あ
り
、

王
朝

の
運
命
を
急
き
立
て
た
結
果
に
な
る
。

と

こ
ろ
で
、

注
目
さ
れ
る

の
は

こ
の
演
福
寺
が
朝
鮮

に
受
け
継
が
れ

る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
同
年
七
月
朝
鮮
建
国

の
後

に
も
、

同
塔

の
工
役

は

続

け
ら
れ

一
〇
月
に
終
る
。

翌
年
春
に
丹
青

が
施

さ
れ
る
。

そ
し

て
四
月

に
落

成
法
会

の
文
殊
会

が
設
け
ら
れ
る
が
、

そ
の
塔

が
、

(3)

(塔
)

上
安

仏
舎
利
。

中
皮
大
蔵

(
万
軸
)
。
下
置
砒
盧

肖

像
。

所

以

資

福
邦
家
。

永
利
万
世
也
。

(
「演

福
寺
塔
重
創
記
」
)

と
あ

れ
ば
、

高
麗

時
代

の
稗

補
性
格
と
ま

つ
た
く
同
様

と
わ
か
る
。

高
麗
末
、

同
寺
復
興

を
め
ぐ

つ
て
高
調
さ
れ
た
斥
仏
思
潮
が
、

朝
鮮

に
至

つ
て
政
策
化
さ

れ

た
が
、

一
方
、

稗
補

原
理
も
王
室

に
受
容

さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
は

稗
補
原
理

の
土
着

さ
れ
た
、
高
麗
仏
教

の
大
き
な
流
れ

で
あ

つ
た

と
考

え
る
。

1

拙
稿

「高

麗
仏
教

の
図
識
信
仰
受
容

に

つ
い

て
」

(『
印

仏
』

三

〇
1

二
、

一
七
〇
頁
)
。

2

李
穀
撰

「
演
福
寺
鐘
銘
」
(
『
朝
鮮

金

石

総

覧
』

上
、

四
九

一
頁
)

に
は

「
王
城
演
福
大
叢
林
」

と
あ
る
。

3

高

裕
墨
著

『
松
都

の
古

蹟
』

八
八
頁
。

4

『
高
麗
史
』
巻

三

四
。

5

「
演

福

寺

塔
重
創
記
」
。

6
7
8

『
高
麗
史
』
巻
四

五
。

9

『
三

国
遺

事
』

巻

第

三
。

m

前

掲

『
高
麗
史
』
。

11

『
三
峯
集
』
巻
之
八
。

12

前

掲

『
高
麗

史
』
。

(
仏
教
大
学
仏
教
文
化
研
究

所
)

高
麗
末
演
福
寺
塔

の
重
建
を
め
ぐ
る
儒
仏
間

の
論

争

に
つ
い
て

(
梁
)
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